
【研
　
究
】

一
　

は
じ
め
に

霊
峰
月
山
の
頂
を
源
と
す
る
立
谷
沢
川
は
古
来
よ
り
暴
れ
川
と
し

て
知
ら
れ
、
こ
れ
が
県
内
を
縦
断
す
る
最
上
川
と
最
上
峡
の
出
口
付

近
で
合
流
し
、
広
大
な
庄
内
平
野
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
水
利
に
優

れ
た
肥
沃
な
大
地
に
は
、
見
渡
す
限
り
の
水
田
地
帯
が
広
が
り
、
そ

の
間
に
墨
点
を
穿

つ
よ
う
に
集
落
が
散
在
す
る
。
庄
内
町
南
野
地
区

は
そ
ん
な
集
落
の

一
つ
で
あ
る
。

同
地
区
で
は
、
平
成
二
十
六
年
八
月
十
七
日
に
同
地
区
開
村
四
百

年
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
平
素
よ
り
傾
倒
が
顕
著
に
見
ら
れ
て

い
た
同
神
社
神
門
の
修
復
事
業
に
着
手
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
事
業
を

進
め
る
な
か
で
、
神
門
内
部
か
ら
建
立
当
初
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る

一
対
の

「板
彫
仁
王
像
」
の
部
材
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。

一
八
〇

ｃｍ
余
を
誇
る
像
高
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
奥
行
き
が
わ
ず
か

一

〇

ｃｍ
余
と
い
う
、
全
国
的
に
も
稀
な
板
彫
の
仁
王
像
で
、
お
よ
そ
薄

板
で
あ
る
こ
と
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
見
事
な
彫
刻
表
現
と
、
台

座
上
に
柄
挿
し
し
て
自
立
す
る
と
い
う
稀
有
な
構
造
を
も

つ
。
ま
た

背
面
に
は
天
保
十
二
年

（
一
八
四
二
）
に
庄
内
松
山
領
八
色
木
村
の

細
工
人
後
藤
正
吉
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
墨
書
銘
が
記
さ
れ
、

資
料
的
価
値
も
有
す
る
像
で
あ
る
。

神
社
内
で
組
織
さ
れ
た
四
百
年
祭
実
行
委
員
会
は
、
仁
王
像
の
再

自
立
と
恒
久
的
な
安
置
保
存
を
目
指
し
た
修
理
を
決
定
、
庄
内
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
も
こ
れ
を
支
援
す
べ
く
速
や
か
な
対
応
策

が
と
ら
れ
た
。

『羽
陽
文
化
』
第

一
五
八
号
所
載
の
拙
稿

「南
野
皇
大
神
社
蔵

板

彫
仁
王
像
考
」
で
は
、
修
理
前

の
状
態
お
よ
び
歴
史
的
な
位
置
、

南
野
皇
大
神
社
蔵
　
木
造
板
彫
仁
王
像
　
修
理
報
告

―

所
有
者
、
行
政
、
専
門
家
の
連
携
に
よ
る
文
化
財
修
理
の
一
方
法

―
邊

宣
（

渡

五
口
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様
々
な
視
点
か
ら
の
価
値
判
断
を
試
み
た
。
本
像
は
平
成
二
十
五
年

七
月
に
庄
内
町
の
文
化
財
指
定
を
受
け
、
そ
の
後
平
成
二
十
六
年

一

月
三
十
日
よ
り
同
年
七
月
三
十
日
ま
で
東
北
古
典
彫
刻
修
復
研
究
所

に
よ
っ
て
修
理
が
行
わ
れ
、
現
在
は
同
神
社
神
門
内
に
安
置
さ
れ
て

い
る
。

本
稿
で
は
そ
の
修
理
事
業
の
処
置
内
容
や
判
明
し
た
事
柄
に
つ
い

て
報
告
す
る
。
ま
た
、
本
事
業
実
施
に
当
た
り
、
文
化
財
を
取
り
巻

く
地
域
、
行
政
、
専
門
家
な
ど
が
積
極
的
に
動
き
、
そ
の
保
護
に
努

め
た
こ
と
も
併
せ
て
紹
介
す
る
。

一
一　
修
理
工
程

○
損
傷
状
況

全
体
に
部
材
の
脱
落
、
遊
離
、
欠
失
が
み
ら
れ
、
ま
た
台
座
は
足
柄

孔
が
浅
く
、
背
面
材
が
省
略
さ
れ
る
な
ど
構
造
的
に
不
安
が
あ
り
、

自
立
が
不
可
能
な
状
態
に
あ

っ
た
。
ま
た
腕
、
手
先
、
天
衣
な
ど
の

形
状
を
欠
失
し
て
お
り
、
仏
尊
と
し
て
の
像
容
を
著
し
く
欠
い
て
い

た
。
表
面
に
つ
い
て
は
塵
埃
が
堆
積
し
、
塗
膜
は
剥
離
剥
落
し
て
お

り
、
こ
の
ほ
か
虫
害

（ド
ロ
バ
チ
に
よ
る
営
巣
）
や
金
属
製
接
合
釘

の
腐
食
も
散
見
さ
れ
た
。

○
修
理
基
本
方
針

左
記
の
方
針
を
立
て
、
修
理
を
行

っ
た
。

①

「現
状
で
遊
離
、
脱
落
し
て
い
る
部
材
の
再
接
着
、
台
座
の
構
造

強
化
を
行
い
、
ま
た
全
て
の
形
状
欠
失
部
を
補
う
こ
と
に
よ
り
尊

容
の
回
復
お
よ
び
部
材
散
逸
の
防
止
を
図
り
、
今
後
の
自
立
安
定

化
、
積
極
的
な
保
存
活
動
の
促
進
を
目
指
す
」

す
な
わ
ち
、
現
状
で
損
傷
が
激
し
く
横
臥
し
て
い
る
仁
王
像
を

五
体
満
足
の
状
態
で
再
び
自
立
さ
せ
、
今
後
永
く
文
化
財
と
し
て

守
ら
れ
る
よ
う
処
置
を
行
う
と
い
う
、
修
理
の
第

一
方
針
で
あ
る
。

②

「全
解
体
を
行
い
、
各
部
材
の
補
修
を
行
う
。
形
状
を
欠
失
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
全
て
の
箇
所
に
お
い
て
、
像
の
表
現
や
同

時
代
作
例
を
参
考
に
復
元
を
行
う
」

こ
れ
は
、
失
わ
れ
た
箇
所
の
復
元
を
修
理
者
個
人
の
創
作
に
拠

る
の
で
は
な
く
、
他
作
例
な
ど
に
根
拠
を
求
め
な
が
ら
、
本
像
の

作
風
に
沿
い
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③

「台
座
内
部
の
柄
孔
周
辺
に
柄
受
け
兼
構
造
補
強
材
を
仕
込
む
。

ま
た
、
台
座
背
面
に
板
材
を
矧
付
け
る
」

本
像
の
主
た
る
特
徴
で
あ
る
自
立
を
促
す
た
め
に
台
座
の
構
造

補
修
お
よ
び
強
化
は
欠
か
せ
な
い
。

④

「表
面
仕
上
げ
は
、
本
像
の
歴
史
性
お
よ
び
表
面
塗
膜
の
保
護
を

鑑
み
、
現
状
表
面
塗
膜
に
剥
落
止
め
処
置
を
施
し
た
状
態
を
基
本

と
す
る
。
た
だ
し
、
新
補
お
よ
び
補
修
箇
所
は
周
囲
に
合
わ
せ
て

色
合
わ
せ
を
施
す
」

表
面
仕
上
げ
は
そ
の
像
の
印
象
を
決
定
づ
け
る
大
事
な
要
素
で

あ
る
。
表
面
に
は
造
像
当
初
の
塗
膜
が
少
な
か
ら
ず
残

っ
て
お
り
、

ま
た
歴
史
性
の
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
を
留
め
る
処
置
が
最

適
と
判
断
し
た
。
余
談
だ
が
、
別
業
者
の
見
積
も
り
で
は
ウ
レ
タ

ン
塗
装
に
よ
る
極
彩
色
仕
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い
た
と
い
い
、
想

像
す
る
だ
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。

○
搬
　
出

安
全
に
運
搬
す
る
た
め
、
像
の
寸
法
に
合
わ
せ
た
ボ
ー
ル
紙
製
箱

を
作
成
し
、
運
搬
車
に
て
工
房
ま
で
運
搬
し
た
。
当
日
は
神
社
関
係

者
に
よ
る
作
業
補
助
を
得
、
共
同
で
仁
王
像
の
出
発
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

修理前仮置き状況



○
修
理
前
写
真
撮
影

像
を
工
房
に
運
搬
後
解
梱
し
、
修
理
前
の
写
真
撮
影
を
行

っ
た
り

同
時
に
損
傷
状
況
、
部
材
位
置
の
確
認
を
行

っ
た
。

○
清
　
掃

表
面
に
堆
積
し
た
埃
を
刷
毛
で
軽
く
払

っ
た
。
対
象
物
内
の
虫
巣

は
竹
べ
ら
な
ど
で
す
べ
て
除
去
し
た
。
な
お
、
現
在
も
活
動
し
、
か

つ
木
質
に
影
響
を
与
え
る
生
物
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

○
割
損
部
の
再
接
着

本
部
が
反
る
な
ど
形
状
回
復
の
困
難
な
場
合
は
、
蒸
気
を
あ
て
る

な
ど
し
て
本
質
を
軟
化
さ
せ
た
後
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
樹
脂
エ
マ
ル
シ
ョ

ン
系
接
着
剤
を
使
用
し
、
ク
ラ
ン
プ
な
ど
で
固
定
接
着
し
た
。

○
鉄
釘
の
除
去

対
象
に
打
ち
込
ま
れ
た
鉄
釘
は
錆
が
発
生
し
、
本
部
を
傷
め
る
た

め
す
べ
て
除
去
し
た
。
釘
身
が
大
き
く
表
出
し
て
い
る
も
の
は
バ
ー

ナ
ー
で
熱
処
理
を
施
し
て
錆
を
切

っ
た
後
、
除
去
し
た
。

○
表
面
塗
膜
の
剥
落
止
め

残
存
し
て
い
る
表

面
塗
膜

の
剥
落
を
防

ぐ
た
め
、
剥
落
止
め

処
置
を
行

っ
た
。
脆

弱
な
彩
色
層
の
上
に

埃
が
堆
積
し
て
い
る

状
況
、
お
よ
び
処
置

部
分
が
広
範
囲
に
渡

る
こ
と
を
勘
案

し
、

効
率
的
か

つ
効
果
的

な
方
法
が
求
め
ら
れ

た
。
そ
こ
で
、
不
織

布
と
膠
を
使

っ
た
処
置
方
法
を
手
順
に
従

っ
て
行

っ
た
。

○
解
　
体

基
本
的
に
構
造
不
安
定
箇
所
を
中
心
に
解
体
を
行

っ
た
。
鉄
釘
を

増
し
打
ち
し
て
錆
を
切
り
、
竹
楔
、
本
楔
を
矧
目
に
打
ち
込
ん
で
作

業
を
行

っ
た
。

○
中
間
経
過
報
告

所
有
者
、
庄
内
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
を
交
え
、
修
理
作
業

経
過
報
告
を
工
房
内
に
て
行

っ
た
。
ま
た
、
今
後
の
修
理
方
針
に
つ

い
て
の
協
議
も
行

っ
た
。

○
新
　
補

形
状
欠
失
箇
所
を
補

っ
た
。
本
体
お
よ
び
阿
形
天
衣
両
垂
下
部
は

ア
カ
マ
ツ
材

（山
形
産
）、
天
衣
の
外
の
部
位
は
ス
ギ
材
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
た
。
根
拠
は
後
述
す
る
。
玉
眼
は
費
用
面
、
耐
久
性
、
表

現
面
を
鑑
み
、
ア
ク
リ
ル
板
を
押
出
し
成
型
し
た
。

搬 出

P′
修理作業中間報告

表面塗膜の剥落止め咋形右手先の新補
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○
矧
目
の
処
理

部
材
間
の
大
き
な
隙
間
は
薄
板
材
を
挿
し
込
み

（片
側
の
部
材
に

エ
ポ
キ
シ
木
粉
で
接
着
）
、
周
囲
の
彫
刻
面
に
切
削
し
た
。
部
材
間
の

細
か
な
隙
間
や
釘
孔
は
、
樹
脂
木
屎
を
用
い
て
充
填
塑
形
し
た
。

○
色
合
わ
せ

新
補
箇
所
お
よ
び
補
修
箇
所
に
補
彩
を
施
し
、
周
囲
と
の
色
調
調

整
を
図

っ
た
。
顔
料
を

一
〇
％
膠
で
溶
き
、
適
宜
該
当
箇
所
に
塗
布

し
た
。

○
台
座
の
修
理
　
自
立
安
定
性
の
強
化

台
座
天
板
裏
に
足
柄
受
け

（阿
形
右
足
、
昨
形
左
足
）
を
取
り
付

け
た
。
ア
カ
マ
ツ
材

一
枚
板
に
各
像
柄
に
合
せ
て
孔
を
穿
ち
、
エ
ポ

キ
シ
木
粉
と
木
ネ
ジ
で
接
着
し
た
。
足
裏

マ
チ
材
を
仕
込
み
、
両
像

共
に
像
全
体
を
均
等
に
受
け
ら
れ
る
構
造
と
し
た
。
ま
た
、
足
先
及

び
指
先
の
負
荷
を
軽
減
す
る
べ
く
、
爪
先
の
や
や
浮
く
構
造
と
し
た
。

本
体
の
前
後
揺
れ
止
め
、
及
び
自
立
安
定
性
の
確
保
の
た
め
、
直
立

補
助
材
を
設
置
し
た

（阿
形
右
足
、
昨
形
左
足
）
。
ア
カ
マ
ツ
材
、
本

体
と
は
竹
釘
の
み
で
固
定
。
さ
い
に
、
両
像
共
に
存
在
し
て
い
な

か
っ
た
台
座
の
背
面
材
を
ア
カ
マ
ツ
材
の
板
材
で
新
た
に
補

っ
た
。

○
部
材
の
組
み
立
て

部
材
の
組
み
立
て
に
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系
接
着
剤
に
木
粉
を
練
り

こ
ん
だ
も
の

（
エ
ポ
キ
シ
木
粉
）
と
ス
テ
ン
レ
ス
釘
を
適
宜
併
用
し

た
。
ま
た
、
材
の
変
形
に
よ
る
部
材
間
の
隙
間
に
は
適
宜
薄
板
材
を

接
着
し
た
。
体
幹
部
材
の
接
合
に
は
千
切
を
併
用
し
た
。

○
構
造
強
化

肉
身
部
の
構
造
強
化
を
図
る
た
め
、
両
像
２
肩
部
背
面
に
横
桟

（ア
カ
マ
ツ
材
）
を
木
ネ
ジ
で
取
り
付
け
た
。

○
修
理
後
写
真
撮
影

修
理
後
の
状
態
を
記
録
す
る
た
め
に
写
真
撮
影
を
行

っ
た
。
ま
た
、

修
理
前
と
は
異
な
る
点
を
記
録
し
た
。

○
修
理
銘
札
の
納
入

本
事
業
の
概
要
及
び
関
係
者
を
記
し
た
修
理
銘
札
を
阿
形
頭
部
内

に
納
め
た
。

○
梱
包
、
運
搬

本
像
を
薄
葉
紙
、
紙
座
布
団
、
布
座
布
団
、
毛
布
な
ど
で
養
生
し
、

運
搬
中
損
傷
の
無
い
よ
う
梱
包
し
た
。
現
地
に
て
修
理
説
明
の
傍
ら
、

組み立て 玉眼の新補

背面構造材の設置

1ヽギ
.

自立補助材の設置
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安
置
作
業
を
行

っ
た
。

〓
一　
修
理
後
の
概
要

修
理
に
よ
っ
て
生
じ
た
変
更
点
を
中
心
に
挙
げ
て
お
く
。
こ
の
他

修
理
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
『羽
陽
文
化
』

一
五
八
号
参
照
。

○
阿
形
像

（形
状
）
右
腕
屈
腎
し
て
右
腰
脇
で
掌
を
正
面
に
向
け
開
く
。
天
衣
は
、

頭
部
後
方
か
ら
両
肩
前
を
通
り
、
腰
脇
を
後
方
に
抜
け
、
外
側
に

沿

つ
て
膝
ま
で
垂
下
す
る
。

（品
質
構
造
）
木
造

（肉
身
部
、
持
物
お
よ
び
天
衣
垂
下
部
は
マ
ツ
材
、

そ
の
他
は
ス
ギ
材
）
。
玉
眼
嵌
入

（
ア
ク
リ
ル
樹
脂
製
）
。
面
部
、
鼻

先
、
醤
、
腹
部
に
各
々
板
材
を
矧
ぎ
重
ね
る
。
背
面
よ
り
眼
部
を
制

り
抜
き
、
内
部
に
玉
眼
を
嵌
入
し
、
長
方
形
の
嵌
め
板
を

一
枚
施
す
。

右
腕
は
肩
か
ら
手
首
ま
で
を

一
材
で
彫
出
す
る
。
手
首
先
に
蟻
柄
を

作
り
、
蟻
柄
孔
を
穿

つ
た
右
掌
を
挿
し
込
む
。
背
面
上
部
に
両
腕
上

腕
部
に
渡
る
横
桟
を
設
置
し
、
体
幹
の
各
材
を
接
合
す
る
。
天
衣
を

数
材
矧
ぎ
寄
せ
て
作
り
、
頭
部
、
両
一肩
正
面
、
両
腰
背
面
に
打
ち
付

け
る
。
持
物
宝
棒
別
材
製
、
竹
釘
に
て
左
手
に
留
め
る
。

（法
量
）

総
高

¨
一
九

一
。
〓
一

像
高

（頭
頂
～
足
裏
）

¨
一
八
〇

・
八

最
大
幅

（左
肘
～
右
裳
先
）

一
九
六

。
三

最
大
奥

（鼻
先
～
背
面
横
桟
）

¨
一
〇

。
一

※
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

○
咋
形
像

（形
状
）
右
腕
屈
腎
し
て
右
胸
前
に
て
印
を
結
ぶ
。
天
衣
は
、
頭
部
後

方
か
ら
両
肩
前
を
通
り
、
腰
脇
を
後
方
に
抜
け
、
外
側
に
沿

っ
て
膝

ま
で
垂
下
す
る
。

（品
質
構
造
）
木
造

（肉
身
部
、
持
物
は
マ
ツ
材
、
天
衣
は
ス
ギ
材
）
。

玉
眼
嵌
入

（ア
ク
リ
ル
樹
脂
製
）
。
醤
右
端
別
材
矧
ぎ
寄
せ
。
背
面
よ

り
眼
部
を
割
り
抜
き
、
内
部
に
玉
眼
を
嵌
入
し
、
左
右

一
枚
ず
つ
方

形
の
嵌
め
板
を
施
す
右
腕
は
上
腕
と
前
腕
そ
れ
ぞ
れ
を
横
木
に
て
つ

く
り
肘
裏
に
千
切
を
設
け
て
矧
ぎ
寄
せ
る
。
上
腕
は
大
き
く
二
材
を

矧
ぎ
、
下
方
に
右
腋
下
材
と
小
材
を
寄
せ
る
。
前
腕
は
肘
か
ら
手
首

ま
で
を

一
材
で
彫
出
し
て
手
首
先
に
蟻
柄
を
作
り
、
蟻
柄
孔
を
穿

つ

た
右
手
先
を
挿
し
込
む
。
背
面
上
部
に
両
腕
上
腕
部
に
渡
る
横
桟
を

設
置
し
、
体
幹
の
各
材
を
接
合
す
る
。
天
衣
を
数
材
矧
ぎ
寄
せ
て
作

り
、
頭
部
、
両
肩
正
面
、
両
腰
背
面
に
打
ち
付
け
る
。
持
物
金
剛
杵

別
材
製
、
竹
釘
に
て
左
手
に
留
め
る
。

阿形像 修理後
右側面

阿形像 修理後 正面阿形像 修理後 背面
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の
仁
王
像
と
比
較
す
る
と
特
異
で
、
同
地
方
周
辺
に
現
存
す
る
仁
王

作
例
を
見
渡
し
て
も
同
じ
手
制
の
作
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

同
様
の
手
制
は
、
阿
形
像
に
お
い
て
左
右
を
逆
に
す
る
も
の
の
、

奈
良
県
東
大
寺
南
大
門
金
剛
力
士
像

（建
仁
三
年

［
一
二
〇
三
］
、
阿

形
八
四
二

。
三

ｃｍ
／
咋
形
八
三
六

・
三

ｃｍ
、
国
宝
）
に
代
表
さ
れ
る

作
例
に
見
ら
れ
、
」ヽ
の
ほ
か
京
都
府
万
寿
寺
仁
王
像
（鎌
倉
時
代
中
期
、

阿
形
二
〇
三

ｃｍ
／
昨
形
二
〇
七

ｃｍ
、
重
要
文
化
財
）
、
三
重
県
府
南
寺

仁
王
像

（南
北
朝
時
代
、
阿
形
二
〇
三

・
五

ｃｍ
／
咋
形
二
〇
四

ｃｍ
、

重
要
文
化
財
）
で
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
阿
咋
両
像
と
も
に
腰
付
近
に

武
器
を
執
る
も
の
で
、
本
像
の
形
状
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
右
手
の
復
元
を
進
め
る
こ
と
と
し

た
。
前
述
三
件
に
お
け
る
昨
形
像
の
は
い
ず
れ
も
右
手
先
第

一
指
と

第
二
指
を
捻
じ
た
か
た
ち
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
形
状
の

ベ
ー
ス
と
し
た
。
次
に
そ
の
位
置
と
向
き
だ
が
、
東
大
寺
像
で
は
右

胸
脇
で
掌
を
下
向
き
に
、
万
寿
寺
像
と
府
南
寺
像
で
は
振
り
か
ぶ
っ

て
頭
部
右
横
で
掌
を
下
向
き
に
し
て
い
る
。　
一
方
本
像
で
は
、
残
存

す
る
腕
部
が
大
き
く
腎
を
下
に
曲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
像

に
近
い
と
判
断
、
さ
ら
に
右
脇
腹
付
近
に
当
初
手
先
が
接
し
て
い
た

（法
量
）

総
高

¨
一
八
七

・
六

像
高

（頭
頂
～
足
裏
）

¨
一
七
九

。
二

最
大
幅

（右
肘
～
左
裳
先
）

¨
一
〇
八

・
二

最
大
奥

（鼻
先
～
背
面
横
桟
）

¨
九

。
六

※
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

四
　
修
理
作
業
を
通
し
て
の
所
見

○
手
制

（両
手
の
姿
勢
）
　

咋
形
欠
失
右
手
先
の
形
状
的
根
拠

咋
形
像
は
右
手
先
を
欠
失
し
て
お
り
、
こ
の
当
初
形
状
に
つ
い
て

は
他
作
例
を
基
に
検
討
し
、
復
元
を
試
み
た
。

ま
ず
着
目
し
た
の
が
両
像
の
手
制
で
あ
る
。
本
像
で
は
、
阿
形
像

が
右
手
を
腰
脇
に
構
え
て
宝
棒
を
垂
直
に
立
て
、
昨
形
像
が
同
位
置

で
金
剛
杵
を
握
っ
て
か
か
え
て
い
る
。
こ
れ
は
通
形
の
特
に
同
時
代

と
思
わ
れ
る
平
滑
面
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
掌
を
や
や
左
下

に
向
け
て
復
元
し
た
。

な
お
、
東
大
寺
像
は
、
寛
和
二
年

（九
八
六
）
に
入
宋
僧
倉
然
に

よ

っ
て
請
来
さ
れ
た
京
都
府
清
涼
寺
釈
迦
如
来
像
の
胎
内
に
納
め
ら

れ
て
い
た
版
本

「霊
山
変
相
図
」
（京
都
府
清
涼
寺
、
中
国
北
宋
時
代

十
世
紀
、
七
九

・
一
Ｃｍ
×
四

。
一
Ｃｍ
、
国
宝
）
に
描
か
れ
る
仁
王
像

に
図
像
的
典
拠
を
求
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
本
像
が
板
彫
と
い

う
、
よ
り
二
次
元
に
近
い
彫
刻
表
現
で
あ
り
、
ま
た
作
者
が
仏
師
や

彫
刻
師
で
は
な
く
細
工
人
を
名
乗
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
造
像

に
も
何
ら
か
の
図
像
、
手
本
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

今
後
の
研
究
に
期
し
た
い
。

○
背
面
墨
書
に
つ
い
て

。
制
作
時
期
と
移
動
時
期

本
像
の
背
面
墨
書
銘
に
は
、
阿
咋
像
と
も
に
制
作
時
期
を
示
す

「
天
保
十
二
年
辛
丑
十
二
月
十
五
日
出
来
」
の
ほ
か
、
移
動
時
期
を
示

す

「
天
保
十
三
年
乙
寅
五
月
十

一
日
移
之
」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
当
時
南
野
村
は
庄
内
藩

（私
領
同
様
扱
い
の
天
領
）
、

本
像
の
造
像
さ
れ
た
八
色
木
村
は
墨
書
銘
に
も
あ
る
通
り
松
山
藩
領 咋形像 修理後

右側面

咋形像 修理後 背面 咋形像 修理後 正面
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分
に
分
か
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
移
動
の
事
由
を
併
記
し
た
も
の
と

推
察
す
る

（註
１
）。

ま
た
、
完
成
か
ら
移
動
ま
で
五
ヶ
月
弱
の
時
間
を
要
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
主
に
季
節
、
気
候
が
関
係
し
、
田
植
え
前
の
時
期

に
合
わ
せ
て
安
置
し
た
も
の
か
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

。
「奉
納
」
の
意
味

い
ず
れ
も

「
小
林
伊
右
衛
門
」
が

「願
主
」
と
な

っ
て
、
「奉
納
」

し
た
と
墨
書
き
さ
れ
て
い
る
。
神
仏
像
が
造
像
さ
れ
る
際
は
、
こ
れ

を
迎
え
る
寺
社
の
立
場
や
制
作
者
視
点
の

「奉
造
立
」
と
い
う
言
葉

を
使
う
こ
と
が
多

い
。
そ
こ
を
あ
え
て

「奉
納
」
と
い
う
言
葉
を
使

う
と
こ
ろ
に
、
そ
の
寺
社
か
ら

一
歩
離
れ
た
個
人
の
強
い
意
思
を
感

じ
さ
せ
、
ま
た
本
像
の

「板
彫
」
と
い
う
形
状
と
も
相
ま

っ
て
こ
れ

が
絵
馬
的
な
要
素
を
持
つ
こ
と
も
想
起
さ
せ
る

（註
２
）。
本
像
の
造

像
経
緯
を
探
る

一
端
と
も
な
ろ
う
。

○
用
材
の
樹
種
に
つ
い
て

所
有
者
の
許
可
の
下
、
以
下
の
部
位
よ
り
微
量
の
サ
ン
プ
ル
片
を

採
収
し
、
組
織
観
察
に
よ
る
樹
種
同
定
調
査
を
行

っ
た

（註
３
）．

・
試
料
①
阿
形
面
部
左
限
内

¨
マ
ツ
材
　
マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

状
に
組
み
、
平
泉
寺
像
は
角
材
九
本
を

「
口
」
字
状
に
組
ん
で
い
る
。

い
ず
れ
も
限
ら
れ
た
用
材
か
ら
寸
法
以
上
の
体
積
を
つ
く
り
、
よ
り
超

大
な
効
果
を
生
み
出
す
制
作
意
図
が
見
て
取
れ
る
。
近
世
造
仏
活
動

に
お
い
て
は
、
材
料
負
担
軽
減
の
た
め
こ
う
し
た
Ｉ
夫
が
随
所
に
み

ら
れ
る
。
本
像
は
板
彫
と
い
う
形
態
を
と
る
も
の
の
、
正
面
観
に
限

定
し
て
あ
た
か
も
丸
彫
り
の
彫
像
と
見
紛
う
ほ
ど
の
立
体
感
を
兼
ね

備
え
て
お
り
、
用
材
以
上
の
効
果
を
生
み
出
す
と
い
う
点
で
は
、
最

も
効
率
的
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
え
る
。

五
　
地
域
の
意
識

仁
王
像
の
安
置
が
無
事
に
終
わ

っ
て
数
日
後
、
改
め
て
仁
上
像
の

帰
還
を
祝
う

「仁
王
尊
神
門
還
座
祭
」
が
同
神
社
境
内
に
お
い
て
開

か
れ
た
。
神
門
内
に
は
祭
壇
が
設
置
さ
れ
、
粛
々
と
式
が
進
行
し
た
っ

像
の
前
に
は
白
幕
が
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
神
社
役
員
、
そ
し

て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
よ

っ
て
除
幕
さ
れ
る
と
そ
こ
に
集

っ

た
大
勢
の
地
域
住
民
が
歓
声
を
上
げ
た
。
集
落
が

一
つ
と
な
り
、
仁

王
像
の
帰
還
を
祝

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
本
像
は
そ
の
存
在
さ
え
定
か
で
な
い
状
態
で
あ
り
、
そ

（三
葉
松
類
）

・
試
料
②
咋
形
善
付
け
根

一
マ
ツ
材
　
マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

（三

葉
松
類
）

。
試
料
③
咋
形
天
衣

¨
ス
ギ
材

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

（二
葉
松
類
）
は
ア
カ
マ
ツ

・
ク
ロ
マ
ツ

な
ど
の
樹
種
が
考
え
ら
れ
、
本
事
業
で
は
修
理
後
の
外
見
統

一
の
観

点
か
ら
修
理
材
料
と
し
て
ア
カ
マ
ツ
材
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
．

同
樹
種
は
当
地
方
で
は
山
間
部
は
も
ち
ろ
ん
、
海
際
の
防
風
林
と

し
て
も
植
樹
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
彫
刻
の
使
用
例
と
し
て
は
、
清

源
寺
蔵

木
造
仁
王
像
体
幹
部

（山
形
市
、
宝
暦
十
年

［
一
七
六
〇
∪
、

寒
河
江
八
幡
宮
蔵

本
造
随
神
像
体
幹
部

（寒
河
江
市
、
明
治
時
代
初

期
か
、
有
方
像
の

一
部
除
く
）、
平
泉
寺
蔵
木
造
大
仏
頭

（山
形
市
、

弘
化
三
年

［
一
八
四
六
ぜ

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
の
用
材
観
か
ら
は
大
き
く
外
れ
な
い
。
制
作
に
際
し
て

は
、
身
近
に
あ
る
樹
種
か
ら
最
も
彫
刻
に
適
し
た
材
料
が
選
択
さ
れ

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
清
源
寺
像
は
九
太
を
竪
に
切
断
し
て
前
面
材
と
背
面
材
を

間
に
入
れ
て
組
み
寄
せ
、
寒
河
江
八
幡
宮
像
は
板
材
を
四
方
か
ら
箱

仁王尊神門遷座祭除幕式
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の
修
理
事
業
は
神
社
及
び
地
域
に
と

っ
て
も
想
定
外
の
出
来
事
で

あ

っ
た
。
同
地
区
の
開
村
四
百
年
を
記
念
し
て
神
門
修
復
を
企
画
し
、

資
金
を
積
み
立
て
し
、
い
ざ
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
か
ら
全
壊

し
た
仁
王
像
が
出
て
き
た
と
い
う
話
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
青
天
の

需
震
と
い
う
ほ
か
な
い
。

問
題
の
解
決
を
丸
ご
と
、
次
世
代
に
先
送
り
す
る
と
い
う
結
果
に

な

っ
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
非
難
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
自
ら
の
手
に
余
る
こ
と
を
理
由
に

「処
分
」
と
い
う
選
択

肢
が
と
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
昨
今
で
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
実
際

南
野
の
人
々
は
、
「ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の

が
本
音
だ

っ
た
と
い
う
。
仮
保
管
の
た
め
と
は
い
え
、
拝
殿
内
に
敷

か
れ
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
上
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
た
仁
王
部
材
片
を
前

に
す
れ
ば
、
誰
し
も
そ
う
思
う
だ
ろ
う
。

そ
の

一
方
で

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
も
あ

っ

た
。
明
治
期
の
神
仏
分
離
の
憂
き
目
に
遭

っ
て
も
な
お
先
祖
が
護
り

抜
い
た
仁
王
像
で
あ
る
。
ま
た
、
古
参
の
住
民
に
と

っ
て
は
神
門
周

辺
で
遊
ん
だ
子
ど
も
の
こ
ろ
、
隙
間
か
ら
僅
か
に
見
え
る
仁
王
像
の

姿
は
、
お
ぼ
ろ
気
な
が
ら
も
そ
の
記
憶
に
残

っ
て
い
る
。

の
の
、
庄
内
町
教
育
委
員
会
は
積
極
的
に
関
わ
り
、
発
見
直
後
に
行

わ
れ
た
現
地
調
査
結
果
を
受
け
町
指
定
文
化
財
候
補
に
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
後
、
文
化
財
保
護
審
議
会
が
複
数
回
開
催
さ
れ
、
①
本
像
の
正

確
な
価
値
判
断
、
②

（近
い
将
来
）
修
理
を
行
う
物
件
に
対
す
る
指

定
の
是
非
を
中
心
に
議
論
さ
れ
た
。
①
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
学
術

的
な
見
解
が
必
要
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
先
の
現
地
調
査
結
果
を
受

け
た
東
北
古
典
彫
刻
修
復
研
究
所
報
告
書

『南
野
皇
大
神
社
蔵

木
造

板
彫
仁
王
像

文
化
的
価
値
に
つ
い
て
』
が
根
拠
と
な

っ
た
。
②
に
つ

い
て
は
、
山
形
県
文
化
財
保
護
推
進
課
か
ら
の
助
言
な
ど
か
ら

「修

理
に
よ
っ
て
全
容
回
復
が
可
能
で
あ
り
、
現
状
を
超
え
る
破
損
を
防

ぐ
」
こ
と
を
根
拠
に
指
定
は
是
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
将
来
の
修
復
お

よ
び
保
存
処
置
の
際
は
指
定
時
の
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
補
助
な
ど

の
対
処
を
行
う
と
い
う

一
定
の
結
論
を
見
た
。

結
果
、
本
像
発
見
か
ら
僅
か

一
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
庄
内
町
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
修
理
事
業
で
は
総
修
理

費
用

（約
三
百
万
円
）
の
う
ち
、
約
五
十
万
円
が
庄
内
町
指
定
文
化

財
補
助
金
と
し
て
所
有
者

へ
交
付
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
指
定
と
補

助
金
交
付
が
、
地
区
住
民
の
本
像

へ
の
誇
り
と
修
復
意
欲
を
助
長
し

文
化
財
と
い
う
も
の
は
、
周
辺
の
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

関
わ
る
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
本
来
の
価
値
を
発
揮
す
る

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
像
で
い
え
ば
、
先
祖
が
命
が
け
で
護

っ
た

と
い
う
歴
史
、
自
ら
も
子
供
の
こ
ろ
接
し
た
思
い
出
が
、
そ
の
価
値

に
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ

の
価
値
が

「再
び
立
た
せ
た
い
」
「永
劫
伝
え
て
ゆ
き
た
い
」
と
い
う

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

ま
た
人
口
三
九
四
人
の
集
落
に
と

っ
て
四
百
年
の
節
目
を
迎
え
る

祭
礼
の
意
義
は
大
き
く
、
そ
し
て
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
古

参
の
関
係
者
に
と

っ
て
も
、
地
域
に
自
ら
の
足
跡
を
残
す
最
後
の
大

事
業
に
な
る
自
覚
が
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
地
区
全
体
の
盛
り
上
が
り

も
神
門
に
加
え
て
本
像
の
修
理
を
後
押
し
し
た
要
因
の

一
つ
で
あ
ろ

う
。
実
際
に
本
像
修
理
事
業
を
受
け
、
神
門
修
理
な
ど
を
含
め
た
記

念
事
業
費
の
積
立
年
度
が
二
年
延
長
さ
れ
た
が
、
地
区
住
民
に
は
快

く
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。

エハ
　
行
政
の
対
応

行
政
側
も
速
や
か
に
対
応
し
た
。
本
像
は
当
初
未
指
定
だ

っ
た
も

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
行
政
の
積
極
的
、
迅
速
な
対
応
が
地

域
の
熱
意
を
後
押
し
し
、
結
果
貴
重
な
文
化
財
を
継
承
す
る
こ
と
と

な
っ
た
好
例
で
あ
る
。

七
　
日取
後
に

文
化
財
の
所
有
者

（管
理
者
）
に
と

っ
て
、
保
有
物
件
の
修
理
事

業
は
往
々
に
し
て
突
発
的
な
事
案
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
負
担

は
決
し
て
軽
く
は
な
い
。
こ
と
費
用
負
担
に
関
し
て
は
、
対
象
が
未

指
定
文
化
財
の
場
合
、
す
べ
て
所
有
者
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
こ
と
と
な

る
。
想
定
外
の
事
案
で
、
し
か
も
決
し
て
安
く
は
な
い
費
用
負
担
と

な
れ
ば
、
実
施
は
お
ろ
か
計
画
さ
え
も
ろ
く
ろ
く
行
え
な
い
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
よ
う
な
当
初
未
指
定
文
化
財
で
、
著
し

く
損
壊
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ

つ
て
も
、
速
や
か
に
公
的
な
文
化
財

指
定
が
行
え
、
そ
の
後
の
修
理
や
保
存
に
お
け
る
補
助
も
可
能
で
あ

る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
無
論
こ
の
た
め
に
は
、
行
政
と
の
連
携
を
早

い
段
階
で
構
築
し
、
専
門
家
に
よ
る
現
状
確
認
と
明
確
な
価
値
判
断

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
最
近
で
は
県
内
の
い
く
つ
か
の
市
町
村
が
、
未
指
定

文
化
財

（仏
像
）
の
調
査
を
計
画

。
実
施
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て

い
る
。
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
我
が

国
と
し
て
は
、
そ
の
掘
り
起
こ
し
、
保
全
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

視
点
か
ら
も
ぜ
ひ
こ
の
流
れ
を
継
続
し
、
か
つ
広
げ
て
ほ
し
い
。

地
域
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
や
文
化
財
は
、
人
々
の

記
憶
、
思
い
出
の
集
合
体
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
生
き
る
人
間
も
こ
れ

か
ら
生
ま
れ
る
人
間
も
含
ま
れ
て
い
る
。
記
憶
、
思
い
出
を
失
う
こ

と
の
怖
さ
は
誰
も
が
共
感
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
そ
れ

が
文
化
財
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
書
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
も
共
感
そ
し
て
ご
協

力
を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
々
修
理
者
を
含
め
た
、
歴
史
、

民
俗
、
考
古
な
ど
の
各
研
究
者
は
、
対
象
物
な
く
し
て
、
研
究
が
ま

ま
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
対
象
物
件
に
接
す
る
と
き
、
各

自
の
研
究
や
知
的
探
求
だ
け
で
な
く
、
所
有
者
の
抱
え
る
諸
問
題
に

少
し
で
も
耳
を
傾
け
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
そ
の
対
象
物
件
や
文
化

が
永
劫
残
る
た
め
の
知
恵
や
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
蓄
積
し
、
所

有
者

へ
提
供
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
我
々
研
究
者
の
責
務
と
し
て

い
き
、
山
形
の
文
化
継
承
に
寄
与
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（註
１
）
大
宮
富
善

寒
河
江
市
歴
史
文
化
専
門
員
の
助
言
に
よ
る
。

（註
２
）
長
谷
洋

一
関
西
大
学
文
学
部
教
授
の
助
言
に
よ
る
。

（註
３
）
同
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
小
林
啓

九
州
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の

協
力
を
得
た
。
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